























































































































































































































































































































































































































































































































































大江戸の南極楼君が其粧のあてやかなるに客も貨船の結ぶ神えにしにひかる牛まちをかよひくるまのわれからと送る風情もたをやか 帰るさ忘る花の香のうつりもすらん袖が浦麗なめり春の海心を沖の泊り舟碇おろして漣の夜昼わかぬ賑ひは五十路の旅 口ぴらきゆか の宿に松とこそいはめ
戊申の春
風来山人述
回
とある通り、
風来
山人作を標榜している。「戊申」とは、
可能性
としては天明八年（一七八八）と嘉永元年(-八四八）とが考えられるが
、「未翻刻江戸岡場所細見集
l
（近世風俗研究会、
一九七
九）の「覚書」に、
花咲一男氏が「序文干支の＾戊申〉を嘉永元
年とする は「守貞漫稿
j
に従いました」とされる通り、，後者で
あるこ は間違いない。
造本形態や山東京伝の「巴山人」印を模
した遊印もこのことを傍証す 。
これを「国書総目録」は地誌に
類別するが、
右の序文ゃ柱題「さいけん」に見る如く遊女細見の
一種である。改訂版が出さ たことは花咲氏の「覚審」に記す所で、「さいせい記
j
などは、
本書の延長上にあるといえよう。
著名な「風来山人」の号と「巴山人」を真似た印を並べたのは、
編者の遊ぴ感覚と考えられ 「戊
申」の年記を疑う必要はあるま
い。
これ
が実際の刊年を示して
いればこそ、
改訂板はこの序文を
削除したのであろう。従ってこ
れは、
この頃「風来山人」の名が
人口に桁灸していたことを示す事例といえる。
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．尚
、右の考証からも知られる通り、この苔を「国密総目録」が
しんらこんぞう森羅万象（森烏中良）作とするのは誤りである。十一．、源内贔贋で知られた天保期の戯作者平亭銀鶏は、前稿2で述べた源内遺文集「飛花落葉
j
の改板とともに、万延元年(-八
六0)には、「長枕褥合戦
J(安永五年刊）の改刻をも行なってい
る。源内シンパと ての銀鶏に関する補足は、拙著「異装の戯作者|平賀源内肖像考」（和泉書院、一九九五近刊）にて述ぺた。
三、
補遺（近代）
十二、仮名垣魯文作「西洋逍中膝栗毛」第九輯（明治四年刊）に写真狂人北庭菟久波が寄せた
「仕手見たき事の品々」の中に、
「楽天（白氏）を呼で院本を作せ」や「人丸を招いてどゞ一を歌はせ」などと並べて、「福内鬼外に開墾させ」との一節が見える。同輯に倭屋琴語の記した
「序」に、「仮名垣魯文先醒は
。戯作
に
妙をヱレキテル」などと「妙を得る」の地口が記される時代のことであった。
結果的に、そのイメージにおいて、源内が田沼時代のみならず
江戸時代を
代表する殖産主義者と見倣されたことは、この方面に
関する偽世の数多く成されているこ （前稽2参照）
が如実に物
語っ
ている。とともに、「福内鬼外
に開墾」
という連想の背景に
は、「根南志具佐j巻一の地獄開墾場面が大きく作用していたと考えて ．ほぽ間違いあるまい。いずれにせよ、浄瑠璃作者として
の「福内鬼外」の名と、「開墾」の一語が結ぴ付いて現れる所に、当時一般から見た源内のイメージを読み取ることが出来る。
同じく「西洋道中膝栗毛」第十輯に付された那夢伝盲屋老人の
後序に見える「実に戯作者の巨紫と称ゆぺし」の一節は、前稿にも述ぺたように、源内遺文集「飛花落業
j
の天竺老
人（森島中
良）践に端を発し、曲亭馬琴によって「近世物之本江戸作者部類
j
で踏襲されたフレーズであった。流布状況に照らして、盲屋
老人が依拠したのは、おそらく平亭銀鶏の天保期改訂板「飛花落紫」（先掲）であっただろ 。
ところで、この頃刊された、秘文作の口蛸入道魚説法
j
（明治
五年
に、初編第一回•第二回のみ刊）が、その趣向・文体等にお
いて「根南志具佐」に多くを負っていることは、一目瞭然である。「最後の戯作者
J
と呼ばれる仮名垣魯文も、また、「江戸戯作の
開祖」風来山人の影将を少なからず受け 者のひとりであったということになる。•十三、草創期新聞人の一人であり、『新間記者奇行伝
j
（明治十四
年）初編の十八名中にも、成島柳北・岸
田吟香らと並んで戟る
（谷沢永一氏「探照灯」1、 国文学解釈と鑑賞j52
—
6参照）
酔多道士田烏象二は、「団々珍聞
l
（明治十年創刊）を退社後、明
治十一年に「妙々雑姐」を創刊す これは後に「妙々手段
j
と
改題される
が、これが江戸後期の辛辣
な人物評として知られる
「妙々奇談」を意識していることは問述いない。その彼が『碑糧
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平賀源内実記」を著したのは
明治十六年、改窪本「風来先生春遊
邑（
明治14)の刊行より二年後のことであった。更に潮って同
千年の「地獄新報」（『団々珍聞」21号1)は、明
らかに源内作
「根南志具佐」の影響を受けており（「国
文学」33ー7「風狂の
近代ー酔多道士と墨上隠士」に、三好行雄氏による紹介がある）、既にこの頃から、道士が
に対して少なからぬ典味を抱いてい
たことが分かる。右 三好氏論文に拠る限りでも、『世林之耶
j
（明治九年刊）に「平
賀ぶり」文
体の趣、「妙々雑俎」第三号
「送名開生之欧州序」に源内風の論法が窺え r任天居士深流記」
（明治十七年刊）は、「風流志道軒伝
J
.の追従作と思われる。
十四、近代小説の端を解いた二葉亭四迷作『浮裳
J
(明治二十年
刊）の文体が影響を受けたとされ 三馬や芝全交の戯作文体は、さらに「平賀ぶり」へと潮るこ が出来る。一々の指摘は紙幅が許さな
いが、「浮雫
5」にも、源内の
戯作にまで潮り得るフレーズ
が各所に見出せる。このことと、悶外の
「中宵年
j
に源内
作が引用
されている事実とを並ぺ見
ると（前稿2参照）
、源内の諸作が、
近代作家に か
に広範に受容さ
れていたかということが、実感と
して理解できる。源内受容の形跡は、斎藤緑雨辺りに例外的
に見
えるだけであるという従来の見解は やはり全体的に訂正されねばならない。その上で、近代文学に源内がもたらし
たものの内実
については、改めて検討され 必要があ だろう。十五、源内
が、若き日の
大田南畝（南畝三十一歳
の時
に源内死
去）
に語ったという、針．箸．棒を醤
えに
用いての小説作法（虚
実論
）は、近世後期から明治期にかけて数多くの戯作者・稗史家
たちに影響を与えた戯作論であった（「一話一言
j
所栽）。
その一
例として、孤窟情仙戸田欽堂作「郎印配所の月」（『文園』明治二十一年刊）には、これがそのままの形で引かれている 十川信介氏「想実論をめぐってー虚実論と想実論」「国
文学j33ー7)。
「一話一言
j
は、この当時活字化されておらず、恐らく戸田欽堂
は、その写本に拠っ のであろう。或いは先行の
引用からの孫引
きであっただろうか。十六、文化八年刊 近代著述目録
j
蛤には見えず、
「江戸時代戯
曲小説通史J
(明治二十七年刊）に源内作として戟る「金銀傍宜内
伝」
「歎密録」「王覇論」の内、「王覇論」の書名は『平賀源内実
邑巻之一「平賀源内讃州退去の事」（五巻本 よる）に、
或時源内
が著述せし王覇論といふ由物を見て。（注、長崎出
身の梱者渡辺忠蔵）大に
わらひ申けるは。文章は古文辞を学
ぴしとき、しに。中々古文辞
にてはさら
になし。四六の切抜
文章なり。
と見える
。「四六の切抜文章」とは、確かに「平賀ぶり」の要諦
を言い当てている（紐�論、源内はそれを意識し、方法として用いたのだが）。「王覇論」が実際に源内によって書かれた
ものかどう
かは不明である
が、こ
の杏名が『実記」以外に見えず、「実記」
の創作である可能性が高 の
であれば、「江戸時代戯曲小説通史」
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．の
編者である双木園主人が「実記」かふ参照したことはほぽ確定的
である。即ち、
明治二十四年に温知叢昔に戟って活字化された
「平賀実記」が、早速同二十七年刊の
「通史」に反映したことが
知られる。十七、
前稿1に、「来風山人」作の咄本「一のもり」（安永元年
刊）を風来山人の名
を「かすった」（「天狗閲骸竪定縁起』）一例
として掲げた。該書について、
貸奇楼叢書二期第一集（珍搭会）
の解題は、
作者来風山人は何人なるを知ずと雖も
当時高名なりし風来山
．人
の死に先だっこと五年猶其英名赫々たる
に際したれば其間
おのづから閻渉なしと云ふ可からず縦令山人の作ならずとするも其社中同人の戯作に
して山人も亦笑て首肯したるものに
外ならず蜀山人少壮時益を風来山 に睛ひ因て嘆々其代作をなし或は其名に仮托して著したる書あるよし其自策の書に明記せり此書或は蜀山の戯 敷
などと記している。
後半は、
明らかに「一話一言」に見える、
（注、
源内が）著す所の瞥印行して海内にしくもの幣し、
或
は其名をかりて偽作するもの又少からず
という部分の読み違えである。
また、
前半は、
些か牽強付会の感
を免れ難いが、
同時に風来山人の盛名を語る文章ともなっている。
これは、
おそらく校訂兼発行者である三昧宮崎埠蔵の文章であろ
うと思われるが、
ここには歴史小説家宮崎三昧の箪を通して、
大
四、
補正・訂正
（補正）「根南志具佐
j
四之巻の著名な両国広小路風景の明らか
な先樅である、
増穂残口『艶道通鑑
j
の一節に、「土用時分」の
四条河原の夕涼み風景を描いて「鰍の樺焼に舌鼓打奴僕あれば、花火線香に呪する小法師」という部分がある。発明家源内のエピソードのひとつとして「土用の鰻」の発案者であったとの説が語られ始めた が何時であるかは詳らかにし得ないが、
源内が間述
いなく目を晒し、
多大な影響を受けた半世紀前の談義本の中に、
「土用の鰻」は既に登場していたことになる。
また、
源内の国学
に対する造詣の深さに照らせば
、『万葉集」巻十六の著名な戯笑
歌「石麻呂にわれ物申す夏痩によし いふものぞ鰻 りめせ」を彼が知らなかった筈はない。
これらに従って、
源内の引札（実物
は現存しないが、
右の逸話の背景にこれが存在したことは間違い
あるまい）
が成ったことは想像に難くない。
（訂正）元木網を、「落栗連の頭領である湯屋大野屋の主人喜三
郎の狂名」とした 、
木網が京橋北紺屋町で湯屋を経営していた
のは安永末年迄。天明元年四月には、
五十八歳で剃髪し、
芝西久
保土器町に構えた落栗庵に隠居してい 。既に翌年正月の狂歌会には三十余人が会し、
同三年四月の『狂歌知足振」では数寄屋連
と併せて主流と目され、
同年七月の「狂歌師細見
j
で「江戸中半
正初年当時の源内の盛名が滲出している如くである。
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五、
おわりに
さとし
・�
分は西の久保の門人だよ」と記されるに至る。
以後、
文化八年に
没する迄、
特に派閥主義に走る訳でもなく、
自らの狂歌観を前面
に押し立てもせず、
従って論敵もっくらず、
この頃の狂歌面にし
ては曲折の少ない、
息の長い狂歌活動を行なった。明和七年に四
十七歳で江戸狂歌境に加わってよ
り、
後半生の四十年余りを専ら
江戸狂歌とともに歩んだ人生であった。
新見女子短期大学講師）
•以
上、
関連項目同士の連続を考慮に入れながら、
ほぼ逐時的に
補足を行った。
おそらく、
これまでに紹介し得た事例の数層倍に
当たる、
未見の資科があるものと思われる。補逍編の更なる充実
を期し い。
それにしても、
これほどの言及を後代の文献に見る江戸作者は、
おそらく風来山人を除いて他にはないであろうという当初 予測が、
徐々に確信に窃まりつつある。
さらには、
これら文芸面の源
内への言及が、
彼の
伝説化とどのような相互関連を有するのかと
いうことに、
大きな典味がもたれる。第者未見の賀科に関して、
御教示を得ることが出来れば幸いである。
（いしがみ
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